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超新星爆発の中には周囲の濃い星周物質と相互作用することで通常よりも明るく光るものがいくつか見つかっ
ており、それらは星周物質由来の狭い幅の輝線が存在する。この中でも水素の強く狭い輝線を示すものは IIn型
超新星爆発として知られており、ヘリウムの強く狭い輝線を示すものは Ibn型超新星爆発として知られている。
これらの周囲にあった濃い星周物質は、親星が爆発直前に引き起こす大規模な質量放出によって形成されたと考
えられているため、これらの超新星爆発の性質を調べることは晩期の恒星進化の様子の理解につながる。このよ
うな大規模な質量放出を引き起こすシナリオについては様々なものが提案されており、現在も議論が続けられて
いるが、それらのシナリオは大きく２つに分けられる。１つは重力を復元力として振動する波によるコアからの
エネルギー輸送などの大質量星の単独星進化シナリオである。もう１つは大質量星と連星相互作用による質量放
出の連星進化シナリオである。IIn型超新星爆発の親星の大規模質量放出ではこれら両方のシナリオが考えられ
てる。それに対して、ヘリウム星を伴う Ib型超新星爆発は連星系が主な起源であると考えられているため、Ib型
超新星爆発の派生系である Ibn型超新星爆発も同様に連星進化シナリオが有力視されている。そこで、本研究で
はヘリウム星を含む連星系の進化によって Ibn型超新星爆発が生じると考え、それらの種族合成計算を行った。
本講演では、そこで得られた Ibn型超新星爆発の発生率と観測を比較した結果について報告する。加えて、この
計算によって制限された Ibn型超新星爆発の周辺環境の様子についても紹介する。


